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1. 平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 15,581 2.7 1,045 72.7 982 79.4 632 87.0

21年12月期第２四半期 15,166 ─ 605 ─ 547 ─ 338 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 78 39 78 31
21年12月期第２四半期 41 97 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 25,213 13,306 52.8 1,645 99
21年12月期 26,504 12,659 47.8 1,570 07

(参考) 自己資本 22年12月期第２四半期 13,306百万円 21年12月期 12,659百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ─ 5. 00 ─ 5. 00 10. 00

22年12月期 ─ 10. 00

22年12月期(予想) ─ ─ ─

3. 平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,600 20.3 2,140 105.7 2,000 118.6 1,230 55.2 152 55



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

・当社は、平成22年６月28日付「キヤノン株式会社によるキヤノンマシナリー株式会社の完全子会社化に

関する株式交換契約締結のお知らせ」で公表いたしましたとおり、平成22年８月17日に開催予定の臨時

株主総会において承認を受けたうえで、平成22年９月28日付で上場廃止する予定であります。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─社 (            )、除外  ─社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 8,130,800株 21年12月期 8,109,300株

② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 46,394株 21年12月期 46,320株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 8,068,020株 21年12月期２Ｑ 8,056,123株

(注意事項)
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の回復を背景に、輸出の緩やかな増加や

生産の持ち直しなど景気回復の兆しが見られました。しかしながら、雇用情勢、所得環境については改

善に至っておらず、個人消費は依然停滞しており、全体としては厳しい状況が続いております。 

当社グループが関わるＦＡシステム事業及びセミコンシステム事業の業況は、生産量が増加し、積極

的な設備投資が見られるようになりました。しかし、その回復状況は業界によって差が生じており、完

全復調にはもう少し期間を要する状況であります。 

このような状況の中で、当社グループは、設備投資が活発に実施され始めたセミコンシステム事業を

中心に受注活動を積極的に展開いたしました。特に、ＬＥＤ（発光ダイオード）関連に対応するダイボ

ンダーの受注活動にその成果が顕著に現われ、受注額は大きく増加いたしました。この結果、当第２四

半期連結累計期間の売上高は15,581百万円（前年同四半期比2.7％増）、営業利益は1,045百万円（前年

同四半期比72.7％増）、経常利益は982百万円（前年四半期比79.4％増）、四半期純利益は632百万円

（前年四半期比87.0％増）となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりです。 

 (ＦＡシステム事業) 

事務機器関連組立装置は、第２四半期になり受注が回復してまいりました。しかしながら、売上は前

年の受注減少の影響で前年同期実績を下回りました。自動車用二次電池製造設備は、昨年から徐々にで

はありますが受注が増加傾向にあり、当第２四半期連結累計期間もその傾向が継続いたしました。プリ

ント基板関連装置設備は受注、売上とも堅調に推移いたしました。全体として受注は回復傾向にありま

したが、売上等の業績は前年の受注減少の影響を受けました。その結果、ＦＡシステム事業の当第２四

半期連結累計期間の売上高は11,669百万円（前年同四半期比18.0％減）、営業利益は682百万円（前年

同四半期比31.0%減）となりました。 

 (セミコンシステム事業) 

ＬＥＤ（発光ダイオード）関連市場が非常に活況で、生産量が増大し、設備投資が積極的に行われま

した。その影響で、ＬＥＤ関連に対応するダイボンダーBESTEM-D01シリーズの受注が非常に好調に推移

し、セミコンシステム事業の業績を牽引しました。更に４月には、ＬＥＤ向専用ダイボンダーBESTEM-

D10Spを発売しました。シンプル化、コストダウンの推進により低価格を実現し、受注を大幅に伸ばし

ました。その結果、セミコンシステム事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は3,911百万円（前年

同四半期比320.0％増）、営業利益は363百万円（前年同四半期営業損失382百万円）となりました。 

    

総資産は、前連結会計年度末に対して、1,290百万円減少し、25,213百万円となりました。これは主

に、仕掛品が1,961百万円減少したことなどによるものです。 

負債合計は、前連結会計年度末に対して1,937百万円減少し、11,906百万円となりました。これは、

主に支払手形及び買掛金が2,116百万円増加しましたが、短期借入金が5,000百万円減少したことなどに

よるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に対して647百万円増加し、13,306百万円となりました。これは、

主に利益剰余金が592百万円増加したことなどによるものです。  

  

平成22年12月期の連結業績予想につきましては、平成22年４月23日に公表いたしました業績予想から

変更ありません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 
①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな
いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
  
②固定資産の減価償却の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっております。 
  

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

該当事項はありません。 

  

売上高及び売上原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事
契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準
の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を当第１四半期連結会計期間より適
用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認めら
れる工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については
工事完成基準を適用しております。 
 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,620百万円
増加し、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ153百万円増
加しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 941 796

受取手形及び売掛金 6,954 6,542

仕掛品 4,652 6,613

原材料及び貯蔵品 168 201

繰延税金資産 146 143

その他 519 69

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 13,382 14,365

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,691 7,676

減価償却累計額 △3,059 △2,878

建物及び構築物（純額） 4,631 4,798

機械装置及び運搬具 3,531 3,571

減価償却累計額 △2,398 △2,307

機械装置及び運搬具（純額） 1,133 1,263

土地 4,707 4,702

その他 956 954

減価償却累計額 △776 △743

その他（純額） 179 211

有形固定資産合計 10,652 10,976

無形固定資産 223 240

投資その他の資産

投資有価証券 3 3

繰延税金資産 908 871

その他 52 56

貸倒引当金 △9 △10

投資その他の資産合計 954 920

固定資産合計 11,831 12,138

資産合計 25,213 26,504
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,167 5,051

関係会社短期借入金 － 5,000

未払金 47 63

未払費用 372 303

未払法人税等 517 193

製品保証引当金 57 55

賞与引当金 10 3

その他 1,017 602

流動負債合計 9,190 11,273

固定負債

退職給付引当金 2,659 2,492

役員退職慰労引当金 56 78

固定負債合計 2,716 2,571

負債合計 11,906 13,844

純資産の部

株主資本

資本金 2,724 2,712

資本剰余金 3,953 3,940

利益剰余金 6,680 6,088

自己株式 △42 △42

株主資本合計 13,315 12,698

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △0 △0

繰延ヘッジ損益 28 1

為替換算調整勘定 △36 △39

評価・換算差額等合計 △8 △38

純資産合計 13,306 12,659

負債純資産合計 25,213 26,504
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 15,166 15,581

売上原価 13,542 13,441

売上総利益 1,623 2,140

販売費及び一般管理費 1,018 1,094

営業利益 605 1,045

営業外収益

不動産賃貸料 11 19

受取保険金 － 4

為替差益 6 －

その他 1 4

営業外収益合計 19 28

営業外費用

支払利息 16 9

退職給付会計基準変更時差異の処理額 58 58

為替差損 － 8

その他 2 16

営業外費用合計 76 91

経常利益 547 982

特別利益

補助金収入 78 78

特別利益合計 78 78

税金等調整前四半期純利益 625 1,060

法人税等 287 428

四半期純利益 338 632
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【第２四半期連結会計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 9,218 5,959

売上原価 8,363 4,958

売上総利益 854 1,000

販売費及び一般管理費 496 518

営業利益 358 482

営業外収益

不動産賃貸料 4 9

受取保険金 － 4

為替差益 2 －

その他 0 2

営業外収益合計 7 15

営業外費用

支払利息 8 2

為替差損 － 31

退職給付会計基準変更時差異の処理額 29 29

その他 1 11

営業外費用合計 38 74

経常利益 327 423

税金等調整前四半期純利益 327 423

法人税等 129 177

四半期純利益 198 246
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 625 1,060

減価償却費 539 429

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

製品保証引当金の増減額（△は減少） △9 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 3 6

退職給付引当金の増減額（△は減少） 138 166

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △21

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 16 9

為替差損益（△は益） △7 △0

有形固定資産廃棄損 0 1

補助金収入 △78 △78

売上債権の増減額（△は増加） 3 △408

たな卸資産の増減額（△は増加） 436 1,987

仕入債務の増減額（△は減少） △372 2,111

その他 230 470

小計 1,527 5,737

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △15 △11

保険金の受取額 － 4

法人税等の支払額 △1,079 △166

営業活動によるキャッシュ・フロー 433 5,564

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △510 △57

無形固定資産の取得による支出 △46 △23

補助金の受取額 78 78

貸付けによる支出 － △1,000

貸付金の回収による収入 － 600

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △478 △401

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,800 1,100

短期借入金の返済による支出 △3,800 △6,100

株式の発行による収入 9 25

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △120 △40

財務活動によるキャッシュ・フロー △111 △5,015

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △156 145

現金及び現金同等物の期首残高 989 793

現金及び現金同等物の四半期末残高 833 938

キヤノンマシナリー㈱(6344)平成22年12月期第２四半期決算短信

－ 8 －



 該当事項はありません。 

[事業の種類別セグメント情報] 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

 
  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、製品等の種類の類似性に基づき区分しております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) ＦＡシステム事業………事務機器関連組立装置、小型二次電池製造装置、自動車用二次電池製造装置、

プリント基板関連装置等 

(2) セミコンシステム事業…ボンディング設備、その他半導体関連設備等 

３ 会計基準等の変更 

売上高及び売上原価の計上基準の変更 

「定性的情報 ４その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更」に

記載の通り、請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工

事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四

半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事

進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高が「ＦＡシステム事業」

について1,620百万円増加し、営業利益が153百万円増加しております。「セミコンシステム事業」については

影響ありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

ＦＡ 
システム事業 
(百万円)

セミコン
システム事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 14,235 931 15,166 ─ 15,166

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 14,235 931 15,166 ─ 15,166

営業利益又は営業損失(△) 987 △382 605 ─ 605

ＦＡ 
システム事業 
(百万円)

セミコン
システム事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 11,669 3,911 15,581 ─ 15,581

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 11,669 3,911 15,581 ─ 15,581

営業利益 682 363 1,045 ─ 1,045
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[所在地別セグメント情報] 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

 
  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

 
(注) １ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

  アジア……マレーシア、中国 

２ 会計基準等の変更 

売上高及び売上原価の計上基準の変更 

「定性的情報 ４その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更」に

記載の通り、請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工

事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四

半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事

進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高が「日本」について

1,620百万円増加し、営業利益が153百万円増加しております。「アジア」については影響ありません。 

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 15,163 3 15,166 ─ 15,166

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 122 122 (122) ─

計 15,163 125 15,288 (122) 15,166

営業利益又は営業損失(△) 687 △108 578 26 605

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 15,579 2 15,581 ─ 15,581

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 1,283 1,284 (1,284) ─

計 15,579 1,285 16,865 (1,284) 15,581

営業利益又は営業損失(△) 1,044 10 1,055 (10) 1,045
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[海外売上高] 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 東アジア ………… 中国、韓国 

(2) 東南アジア ……… フィリピン、タイ、マレーシア 

(3) 北米 ……………… 米国 

(4) その他の地域 …… フランス 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 東アジア ………… 韓国、中国 

(2) 東南アジア ……… マレーシア、タイ、フィリピン 

(3) その他の地域 …… 米国 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

４ 前第２四半期連結累計期間において独立掲記しておりました「北米」(当第２四半期連結累計期間145百万

円)は、連結売上高に対する売上高比率が10％未満となったため、「その他の地域」に含めて表示しており

ます。 

 該当事項はありません。 

東アジア 東南アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 1,527 208 1,686 14 3,436

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ─ ― 15,166

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

10.1 1.4 11.1 0.1 22.7

東アジア 東南アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 2,130 1,541 151 3,822

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ─ 15,581

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

13.7 9.9 0.9 24.5

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(1) 受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2) 販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4. 補足情報

生産、受注及び販売の状況

事業の種類別 
セグメントの名称

受注高 
(百万円)

前年同四半期比
(％)

受注残高
(百万円)

前年同四半期末比
(％)

ＦＡシステム事業 8,831 191.0 6,392 51.1

セミコンシステム事業 8,132 643.1 7,038 618.2

合 計 16,963 288.1 13,431 98.3

事業の種類別 
セグメントの名称

販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

ＦＡシステム事業 11,669 82.0

セミコンシステム事業 3,911 420.0

合 計 15,581 102.7
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